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＜第３２号＞ 

  11月17日(金)に、新生徒会役員及び専門委員長、学級正副委員長の認証式を

行いました。新生徒会長、副会長は先月末の投票により決定しましたが、その後各学

級の学級正副委員長が選出されるとともに、生徒会長が委嘱する総務のメンバーや

専門委員長も決まったところでの認証式となりました。 

  はじめに、先日選ばれた生徒会長、副会長と学級正副

委員長の認証、続けて生徒会総務と専門委員長の委嘱を

行いました。生徒会長や学級委員長、専門委員長からは挨

拶もしてもらいましたが、一人一人の自分の役割に対する

責任感や、これからの活動の中で取り組みたいことに対する意欲あふれる言葉が聞か

れ、大変心強く感じました。1，2年生の皆さんには、これから3年生が卒業するまでの間に

多くのことを学び、よりよい生徒会活動になるよう引き継ぎを進めていってほしいと思います。 

  来週は、後期1回目の専門委員会と生徒総会も予定されています。新しい顔ぶれとなっ
た生徒会、専門委員会がよいスタートを切ってくれることを期待しています。 

生 徒 会 長 H．Aさん １Ａ学級委員長 Ｍ．Ｓさん 生活安全委員長 Ｉ．Ｓさん 

生徒会副会長 Ｓ．Ｅさん   〃 副委員長 Ｓ．Ｋさん 学 習 委 員 長 Ｋ．Ｍさん 

〃 Ｓ．Ｅさん ２Ａ学級委員長 Ｆ．Ｍさん 情 報 委 員 長 Ｎ．Ｉさん 

〃 Ｎ．Ｙさん   〃 副委員長 Ｍ．Ｙさん 図 書 委 員 長 Ｋ．Ｎさん 

生 徒 会 総 務 ３Ａ学級委員長 Ｆ．Ｋさん 保健体育委員長 Ｋ．Ｋさん Ｋ．Ｒさん 

  〃 副委員長 Ｉ．Ｍさん 環境整美委員長 Ｋ．Ｓさん 〃 Ｓ．Ｓさん 

購 買 委 員 長 Ｋ．Ｆさん  〃 Ｋ．Ｒさん 

新生徒会長に認証状を授与 

生徒会長・副会長の皆さん 

学級正副委員長の皆さん 

委嘱状は生徒会長が授与 
生徒会長から委嘱を受けた生徒会総務 
（写真左）と専門委員長（写真右）の皆さん 

楽天イーグルスカップ中学硬式野球大会 ひがしやまトーナメント２０２３ 

（11月18日(土)、19日(日) 楽天イーグルス蔵王球場、涌谷スタジアム） 

  1回戦  ○横手リトルシニア ４－３ 秋田ＮＢＡベースボールクラブ● 

  2回戦  ●横手リトルシニア ４－７ 山形東部ボーイズ○ 

※Ｋ．Ｓさん（2年）、Ｆ．Ｍさん（2年）が、横手リトルシニアで出場しました。 



  11月も終盤となり、寒さも本格化してまいりました。降雪時や道路が凍結

している場合は、自転車通学を控えるよう指導しておりますが、今週末には降

雪の予報も出ていることから、学校への自転車通学は、今週

いっぱいで終了することにいたします。 

なお、冬期間もできるだけ徒歩など自力での登校を推奨していることをご理解いただくととも

に、送迎の際には、車の乗降場所をご確認の上、遵守くださるよう重ねてお願いいたします。 

詳しくは「生徒指導部報」でご確認いただきたいと思いますが、安全・安心かつ生徒の健康増

進につながる通学へのご理解とご協力をお願いいたします。 

11月22日(水)、大仙市教育委員会の教育アドバイザーであ

るＳ．Ｙ先生が訪問をしてくださいました。前期は、8月の夏休み

明け間もない頃に訪問していただきましたので、およそ3か月ぶ

りに本校の様子を見ていただいたことになります。 

先生には2校時の授業を参観していただき、以下のようなご感想やアドバイスをいただきました。 

・前回の訪問時以上に生徒の表情がよく、安心して学習に臨んでいることが伝わった。必要感をもたせる発問

や、じっくり考える時間を保証することにより、生徒が課題に深く入り込んでいる様子であった。 

・ペアやグループでの学習も行われていたが、交流の必然性が明確であり、効果的な学習が行われていた。 

・ＴＴ（チームティーチング）では、先生同士の見取りが共有され、それが積み重ねら

れることが大切である。タブレットの活用もよくされているが、タブレットに入力さ

れない生徒の声や学びの状況もしっかり共有してほしい。 

こうしたお話から、この3か月の間にも生徒たちの成長や変化があったことを改めて

実感することができました。今年度も残り4か月ほどですが、さらに生徒たちのよさを伸

ばしていけるよう職員一同で頑張っていきたいと思います。 

後期教育アドバイザー訪問 

  11月20日(月)、今年度２回

目の避難訓練を実施しました。今

回は前回と違い、前もって日時を

生徒に予告せず、いわゆる「抜き

打ち」の形で行いました。非常災害時には、自他の生命や安全を守ること（自助・共

助）や、迅速かつ的確に行動することが求められますが、実際の場面を想定し、突発

的な災害発生時にも対応できるよう、今回のような予告なしの訓練を行ったものです。 

  この日は、昼休みの時間帯に日本海沖を震源とする

震度4の地震が発生、その後技術室付近より火災が発生したという設定で訓練を行

いました。突然の訓練ではありましたが、緊急地震速報や放送による避難指示に即座

に反応した生徒たちは、「その場で姿勢を低くすること」や「静かに走らず避難するこ

と」など、大変落ち着いて行動できておりました。昼休みでしたので、それぞれが校内

の様々な場所で行動している最中でしたが、避難場所を

体育館に指定したこともあり、避難指示から全員の無事

が確認できるまで「2分14秒」と、大変迅速な避難行動

ができていたと思います。 

各学年の代表の振り返りでは、「突然の訓練だったが、しっかり対応できた」「地震

ということだったので、上からものが落ちてくることを想定して避難した」「身の安全

を守れるように、日頃から気を付けて生活していきたい」といった感想が発表され、一

人一人の意識付けもしっかりできていることが確認できました。 

日頃から、各学級でも「安全行動」や「避難方法」「避難後の人員確認」などについては確認しておりますが、実

践で生かせることこそが大切だと思います。今回のような

訓練を通して、学校生活の上ではもちろん、通学時や自

宅など、日常の様々な場面における安全確保の心構えを

高めてほしいと思います。 

廊下では姿勢を低く 

頭を守りながら避難 

学年代表の感想発表 


